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第４０２回 

株式会社テレビ新潟放送網 

放送番組審議会 

 

１ 開催日時 ２０２３年１０月２３日（月） 

２ 開催場所 テレビ新潟本社 

３ 委員総数 ７人  出席委員 ６人 

  出席委員 

若杉 隆平 委員長   田村 明子 副委員長 

大久保千春 委員    中島 達雄 委員 

本宮 宏美 委員    迫   一成 委員 

  会社側出席者 

代表取締役社長              正力 源一郎 

取締役コンテンツ本部長兼報道制作局長   寺内 邦彦 

コンテンツ戦略局長兼番組審議会事務局長  小林  健 

報道制作部長制作担当           道場 拓哉 

番組プロデューサー            佐々木 悠 

事務局            鈴木 英門  坂上 寿史 
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４ 議 題 
 

１） 番組合評 

２） 「新潟でＯＦＦりません？どローカル道 長岡花火ＳＰ      

     東野幸治さんご一緒しましょうよ！」 

   (２０２３年８月１８日（金）１９：００-１９：５６） 

 

３） 会社報告 

① ９月の視聴者の意見      （報告：番組審議会事務局） 

② 講じた措置、議事概要の公表  （報告：番組審議会事務局） 

③ 訂正放送、取り消し放送の有無 （報告：番組審議会事務局） 

 

４）その他 

 

５ 審議の概要 

会社側からは「“新潟でＯＦＦりません？どローカル道”は４回目の放送

で、今回の長岡花火ＳＰは、ゲストへ新潟の魅力をプレゼンするという

番組スタイルにくわえて、視聴者の皆さんに長岡花火をしっかりご覧い

ただくという事もコンセプトにしました。３回目の登場となったゲスト

の東野幸治さんと一緒に長岡花火を楽しむ形で、花火会場に行けなかっ

た人にも、この番組を通して長岡花火を改めて楽しんで頂きたいという

思いを込めて番組作りを進めました」という趣旨の説明があった。 
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（委員の意見） 

●迫力はもちろん、厳かさも含めて、長岡花火をハイライトにして上手

く見せてくれたのが良かった。 

●長岡花火はテレビで見ても、やっぱり凄いということが再認識できる

番組だった。 

●長岡花火に込められた慰霊、復興、平和への想いについて、コメント

はあったが、空襲や震災についてもう少し説明が欲しかった。 

●花火以外のブロックもテンポが良く、豆知識も沢山あって、長岡の魅

力・愛着を上手く伝えてくれて良い番組だった。 

●花火は全体像が見たい。細かくカットを割ってしまうと、その魅力に

浸れなくなってしまう。固定のカメラの方が良い気がする。 

●取材日は８月２日だったが、３日に行われた正三尺玉の三連発の映像

も入れてくれたのは良かった。 

●新潟と長岡の関係性についてのトークは、もちろん配慮は必要だが、

バラエティとしては楽しかった。 

●花火と街歩きのバランスが凄く良く、見ごたえのある素直に楽しい番

組だった。 

●仕方がないことだが、東野幸治さんには、もっと純粋に長岡花火に没

頭して欲しかったと感じてしまった。 

●コーディネーターのさとうまことさんと東野幸治さんのトークが小気

味よく楽しかった。 
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６ 会社側の報告 

 

１）放送番組に関して申し出のあった意見の概要 

９月……１４５件 

 

２）訂正放送、取り消し放送の実施状況 

前回審議会の開催日(２０２３年９月２５日) から、  

昨日(２０２３年１０月２２日)まで総務省に届け出た 

訂正放送、取り消し放送はありませんでした。 

 

７ 審議機関の答申または意見（前回審議会）に対してとった措置 

 

１） 前回第４０１回審議会では、「タイムマシーン 3号の にいが

たって書けます？」を審議いただき、委員の意見は議事概要に

て記者、制作スタッフ、社内に周知しました。 

２） 番組審議会議事録を全社員、スタッフに共有しました。 

 

８ 今回の第４０２回放送番組審議会の公表 

 

１） テレビ新潟本社、長岡支社、上越支局の県内事業所に 

議事概要の書面を準備します。 

２)  当社のニュースで審議会の概要を放送します。 

３） ＴｅＮＹホームページに議事概要を掲載します。 
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９ 参考事項（委員への配布資料） 

 

・第４０１回番組審議会議事録 

・９月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・民間放送新聞（２２２０号） 

以上 


